医療法人財団青仁会　法人役員　慶弔見舞金規程

（目的と対象者）

第1条 　医療法人青仁会の法人役員（理事および監事）に対する慶弔見舞金の取り扱い基準を定め、全ての法人役員に適用する。

（慶弔見舞金の種類）

第2条 　法人役員に支給する慶弔見舞金の種類は、次のとおりとする。

①　　結婚婚祝金および子女結婚祝金

②　　誕生祝金（子女および孫）

③　　傷病見舞金

④　　死亡弔慰金および家族死亡弔慰金

6 災害見舞金

7 その他

（結婚祝金）

第３条　法人役員本人が結婚するときは、次の区分により結婚祝金を支給する。

①　理事長　　　　　　１０万円

②　理事および監事　　　５万円

（子女結婚祝金）

第４条　法人役員の子女が結婚するときには、次の区分により結婚祝金を支給する。

　　　　　　　①　理事長　　　　　　　　５万円

　　　　　　　②　理事および監事　　　　３万円

あわせて、婚儀に際して、法人より出席できない場合には祝電を送る。

（誕生祝金）

第5条 　　法人役員に子女および孫が誕生したときは、次の区分により祝金を支給する。

　　　　　　　①　理事長　　　　　　１産児につき５万円

　　　　　　　②　理事および監事　　１産児につき３万円

（業務上傷病の見舞金）

第6条 　常勤している法人役員が７日以上療養するときは、次の区分により見舞金を療養日数に応じて支給する。

　　①　理事長　　　　　　一日当たり２万円

　　②　理事および監事　　一日当たり１万円

ただし、非常勤の法人役員がこれらに該当する場合は、次の区分により見舞金を支給する。

　　　　①　理事および監事　　一回当たり２万円

また、業務上の事由による場合には、これらを倍額として支給する。

（死亡弔慰金）

第7条 　法人役員が死亡したときは、次の区分により弔慰金を在任期間に応じて支給する。さらに、在任期間の端数は繰り上げて１年とする。

　　　　　　　①　理事長　　　　　　在任期間１年につき５０万円

　　　　　　　②　理事および監事　　在任期間１年につき１０万円

ただし、非常勤の法人役員がこれらに該当する場合は、次の区分により見舞金を在任期間に関係なく支給する。

　　　①　理事および監事　　　５万円

また、業務上の事由による場合には、これらを倍額として支給する。

あわせて、葬儀に際しては、法人より供花を送り、葬儀に参列できない場合は

弔電を送る。

（家族死亡弔慰金）

第９条　法人役員の家族が死亡した場合には、次の区分により弔慰金を香典とする。

　　　１、直系尊卑属および配偶者

　　　　①　理事長　　　　　　１０万円

　　　　　　　②　理事および監事　　　３万円

　　　２、姻族（配偶者両親）および直系兄弟・姻族兄弟

　　　　①　理事長　　　　　　　５万円

　　　　　　　②　理事および監事　　　１万円

あわせて、葬儀に際しては、法人より供花を送り、葬儀に参列できない場合は

弔電を送る。

（災害見舞金）　

第10条　地震・火災・風水害そのほかの災害によって損害を被った場合には、損害の

程度によって見舞金を支給することができる。その額は理事長（もしくは代行

者）の専権により決するものとする。

（その他）

第11条　前条までの規程によりがたい特別の事情があるときは、理事長（もしくは代

　　　　行者）の専権により決するものとする。

（付則）

この規程は、平成１１年５月２６日より実施する。

